
よりよい人間関係を育む児童会活動  

                                                          日立市立大みか小学校  

 

１ はじめに  

 大みか小学校には、７つの委員会があり、それぞれ「大みか小をもっとよくしたい」と

いう目標をもち、委員長をはじめ各委員会が意欲的に活動している。委員会活動は毎月第

１水曜日に設定している他、日常的な常時活動を行っている。  

 

２ 本校の特色ある活動について  

（１）縦割り班活動  

   ４月に各学年１～２名程度の計１０名で１つの班を編制し、１２の縦割り班をつく

った。毎月１回、皆遊タイム（清掃なしのロング昼休み）に縦割り班で遊び、学年を

超えた交流を深めている。低学年は遊び方を学ぶだけでなく、年上の人との接し方な

ども学ぶことができる。高学年は、自分の生活態度を見直し、下級生の気持ちを考え

ながらリーダーシップを発揮する活動の場になっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）あいさつ運動  

毎学期、学年ごとに昇降口前で下校時にあいさつ運動を行っている。「全校児童が

いつでもどこでもだれにでも自分から挨拶ができるようにする」というめあてをもっ

て取り組んでいる。また、毎週火曜日には、集会委員会が昇降口であいさつ運動を行

ってきた。あいさつがよくできた人の名前を、給食時に紹介する等、みんなが気持ち

よいあいさつができるように活動している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題  

   大みか小学校の児童は、普段の生活や様々な行事を通して、自主性やよりよい人間   

関係を育む心を育ててきた。今後も一人一人の思いを大切にし、よりよい人間関係を     

育んでいきたい。  

 

 

 

 


